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サバ州センター運営 1箇所
9,505人
90％
80％

センター事業参加者

今年度計画の達成度

活動の全体目標に対する
達成度

課題

目標

活動内容と成果

　資源産出国でエネルギーに係る費用が安く、使用量に関する意識も希薄で
あり、市民生活や事業活動の中で“省エネへの取組みは見られない、マインド
セットが不十分な状況。

　「SABAH州地球温暖化防止センター」が対策推進の中核
を担い、プラットフォームとして機能を継続することで温暖
化防止へ寄与し、アジアに多々存在する類似ケースへ波及可
能な先進モデル構築を目指す。

　マレーシア国全土で地球温暖化防止活動推進センターが認知され、国民に
よる温暖化防止活動が継続的に実行される。

　日本の地球温暖化防止活動推進センターの機能移転を図り、継続・定着
することで、サバ州の温暖化対策を推進している。 ●政府関係者や教師、環
境NGO等が温暖化対策への理解を深め、センターに関する認知度等が向

今後の
展望

州政府・理科教師等への温暖化防止セミナー

サバ州と日本の高校生のプログラム製作

■苦労した点
　成果検証のアンケート
構築に関し、熱帯雨林気
候 地 域で の 地 球 温 暖 化
防止アクションメニュー
選定やデータ収集に手間
取った。

■工夫した点
　サバ州センタースタッ
フが中心となり、学識・行
政等の専門家とのネット
ワークを活用した。

苦労した点と工夫した点

上・促進されている。 ●サバ州との協定
締結を根拠に、センター機能に資する育
成人材は、数千人への授業を実現し、想
定以上の波及効果を得ている。 ●マレー
シアと日本の高校生による授業プログラ
ム構築と実証は、若い世代からの活動拡
充が期待でき、両国のパリ協定達成や、
SDGsゴール13へ寄与する。


